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男
子
の
部
優
勝
の
山
添
チ
ー
ム

s
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
・
レ
ッ
ク
ス
の
頭
が

い
骨
（
レ
プ
リ
カ
）

s
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石

▲谷口　保さん ▲松井　睦機さん

郵
便
投
票
制
度
と
は
？

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

や
、介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
で
、

投
票
日
当
日
に
投
票
所
で
の
投
票

が
困
難
な
方
が
自
宅
な
ど
か
ら
郵

送
で
き
る
制
度
で
す
。

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
郵
便
投
票
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

郵
便
投
票
の
で
き
る
方

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
・
身

体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
、
下
表
の
障
害

の
程
度
に
当
て
は
ま
り
、
自
筆
に

よ
る
投
票
が
で
き
る
方
は
郵
便
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
太
字
は
今
回
の
法
改
正
に
よ
り

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

自
筆
で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、

代
理
人
に
よ
る
記
載
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

下
表
の
障
害
に
当
て
は
ま
る
こ

と
に
加
え
て
、
身
体
障
害
者
手
帳

に
「
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
1
級
」
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
に
「
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
2

項
症
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、

事
前
に
届
け
出
を
行
っ
た
代
理
人

の
記
載
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

証
明
書
の
申
請
手
続
き

郵
便
投
票
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵

便
等
投
票
証
明
書
の
発
行
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
障
害
の
程

度
を
証
明
す
る
も
の
と
併
せ
て
、

緑
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

郵
便
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
の
際
に
は

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
お
持
ち

の
方
全
員
に
、
投
票
用
紙
の
請
求

書
を
送
付
し
ま
す
。
郵
便
投
票
を

希
望
す
る
方
は
、
投
票
用
紙
請
求

書
に
ご
記
入
の
う
え
、選
挙
管
理
委

員
会
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
さ
れ
た
方
に
投
票
用
紙
な

ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、投
票
用
紙

に
記
載
し
、
再
び
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
緑
町
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
＝
役
場
総
務
課
・
藤

岡
1
四
五
―
〇
三
九
〇
ま
で
。

郵
便
投
票
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

障害・要介護を証明するもの 障害の程度 

要介護5

1級・2級 

1級・3級 

1級から3級 

特別項症から第2項症 

特別項症から第3項症 

介護保険の被保険者証 

身体障害者手帳 

戦傷病者手帳 

両下肢・体幹・移動機能 

両下肢・体幹 

免疫 

心臓・じん臓・呼吸器・ 
ぼうこう・直腸・小腸 

心臓・じん臓・呼吸器・ 
ぼうこう・直腸・小腸 

五
月
十
六
日
、広
田
中
学
校
な
ど

町
内
四
会
場
で
緑
町
体
育
協
会
主

催
の
第
三
回
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
二
十
四
チ

ー
ム
、約
二
百
四
十
人
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

男
子
の
部

・
優
　
勝
　
山
　
添
チ
ー
ム

・
準
優
勝
　
広
田
上
チ
ー
ム

・
第
三
位
　
不
　
藤
チ
ー
ム

・
第
三
位
　
庄
　
田
チ
ー
ム
　

女
子
の
部

・
優
　
勝
　
徳
原
・
中
山
チ
ー
ム

・
準
優
勝
　
市
　
場
チ
ー
ム

・
第
三
位
　
中
　
田
チ
ー
ム

・
第
三
位
　
川
　
向
チ
ー
ム

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

松
井
さ
ん
は
、
酪
農
業
に
長
年

従
事
し
、
酪
農
に
関
す
る
技
術
を

熱
心
に
研
究
し
、
乳
牛
の
改
良
や

飼
養
管
理
技
術
の
向
上
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
か

ら
三
原
郡
酪
農
農
業
協
同
組
合
の

理
事
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
十
五

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
同
組
合
の

経
営
基
盤
の
確
立
と
組
織
の
育
成

強
化
に
尽
力
さ
れ
、兵
庫
県
全
体
の

酪
農
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
さ
ん
は
、
兵
庫
県
果
樹
研

究
会
の
理
事
お
よ
び
副
会
長
と
し

て
、
十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
県
内

全
域
に
散
在
す
る
果
樹
生
産
者
を

取
り
ま
と
め
、
県
内
の
果
樹
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

新
技
術
の
導
入
と
普
及
に
力
を
注

が
れ
、
除
草
や
土
づ
く
り
作
業
の

省
力
化
を
図
る
「
ナ
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ

の
草
生
栽
培
」
の
導
入
は
果
樹
生

産
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
あ
げ

ま
し
た
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

五
月
二
十
日
、
兵
庫
県
公
館
で
開
催
さ
れ
た
五
十
五
回
兵
庫
県
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
、
松
井
睦
機
さ
ん
（
神
道
）、
谷
口
保
さ
ん
（
中
筋
）
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　兵庫県立 人と自然の博物館主催の「ひとはくキャラバン’04in緑町」では、
緑町町民センター1階ロビーにて6月7日まで化石の展示をしております。お立ち
寄りの際には、ぜひご覧になってください。 

○ティラノサウルス・レックス（Tyrannosaurus rex）の頭がい骨（レプリカ） 
　　ティラノサウルスは約6500～6700万年前北米に生息していた肉食性の恐竜です。ここ
に展示してあるものは頭がい骨のレプリカだけですが、体長は約10ｍ、体重は約6トンあっ
たと推定されています。ティラノサウルスは、カルカロドントサウルスやギガノトサウルスととも
に最大の肉食恐竜の一つに数えられ、ジュラシックパークなどの映画にも登場する有名な
恐竜です。 

○プラセンティセラス（アンモナイト） 
　　アンモナイトは古生代シルル紀に出現した後、何度も訪れた絶滅の危機を乗り越えな
がら、白亜紀末に恐竜などとともに絶滅してしまうまで、3億年もの間繁栄を続けました。こ
のプラセンティセラスは、アンモナイトとしては最後のころのものです。 
　　この標本の表面に見られる、美しい虹色の光沢をもった鉱物はアラレ石を主体とするも
ので、“アンモライト”という名前がつけられ、ペンダントや指輪などに加工されています。 

主な展示物 

　4月から募集してきました記念誌に掲載する写真を、最近の
風景も含めて募集します。 
　後世に残したい風景が写っている家族写真も大歓迎です。
古い写真（行事、町並み、道具類など）も引き続き募集してい
ますので、より良い記念誌を作るため、1点でも多く写真をお
寄せください。 

①提出要件他 
 ● 全て町内で撮影されたものに限ります。 
 ● 主として昭和初期～現在までの写真を募集します。 
 ● 提出いただいた方のお名前を巻末に掲載します。 
  （ただし、写真を掲載できない場合もありますので事前にご了承ください。） 
 ● 写真1枚ごとに左の「写真提出票」を必ず添付してください。 
②提　出　先 役場まちづくり課 
③提 出 期 限  6月30日（水）で締め切りますので、お早めにご応募を。 
④問い合わせ 役場まちづくり課・前田、佐々木、古川145－1760

写真提出票  

氏名 

※撮影年代が特定しにくい場合は「S25～30年ごろ」などで可。 
※写真1枚ごとに作成ください。 

電話　　　 － 

住所 緑町 

撮影年代 年 月ごろ 

撮影場所 

内容 

返却希望の有無（どちらかに○） 有・無  

残したい現在の風景写真募集中 残したい現在の風景写真募集中 

▲
 

ハ
ッ
ピ
姿
の
祭
礼
団
が
、情
感
豊
か
に
だ
ん

じ
り
唄
を
奉
納
す
る
情
景
も
残
し
た
い
風

景
の
一
つ
で
す
。 


